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2024年11⽉16⽇（⼟）、第11回北海道プライマリ・ケアフォーラム、および⽇本プライマリ・ケア連合学会北

海道ブロック⽀部第8回学術集会（兼�第103回北海道医学⼤会プライマリ・ケア分科会）が、「かでる2・7」で

開催されます。�昨年は、4年ぶりの現地開催が実現し、喜びに満ちた時間となりました。今年も現地開催を予

定しており、多くの皆様にご参加いただけることを楽しみにしています。�基調講演には、岩⾒沢ささえるクリ

ニックの永森克志先⽣、更別村コミュニティーナースの稲本⼣海さん、今村智之さん、⻄上ややさんをお迎え

し、「この場所で私たちにできること」というテーマでご講演いただきます。�職種や職歴を問わず、プライマ

リ・ケアについて学ぶ貴重な機会です。ぜひ多くの皆様のご参加をお待ちしております。

第 � 1 1 �回 北海道プライマリ・ケアフォーラム開催予告

⽇ 本 プ ラ イ マ リ ・ ケ ア 連 合 学 会 �



こんにちは、勤医協平和通りクリニック∕勤医協札幌病院

に勤務しています⽊佐優葉と申します。

今号を編集される⼤久保彩織先⽣よりご依頼を頂き、

こんな（学会の王道とは程遠い）私でいいんだろうか…

と思いながら書かせていただきます。

 2022年まで倶知安厚⽣病院総合診療科、現在は勤医協に

勤めています。いずれも⾮常勤です。⼦供が何⼈いても

ワンオペでも、フルタイムや当番当直等されている先⽣⽅

がたくさんいらっしゃる中、この働き⽅でいいんだろうかという思いや、ある意味での劣等感・申し訳な

さをずっと持ってきました。でも⼤久保先⽣や現在関東にいらっしゃる在原房⼦先⽣と定期的にお会いし

て（もちろん美味しい物を⾷べながら）、総合診療ってやっぱり楽しいよね！という話を重ねるにつれ、私

は⾃分のできる最⼤の範囲で地道に診療能⼒を⾼める努⼒をしたらいいんだ、と思えるようになり、昨年

プライマリ・ケア認定医を取得しました。ちなみにこの三⼈の会は、困難事例の患者さんと向き合う際、

急がず・投げ出さず・でも介⼊しどきを逃さない、という由来から「チーム中腰」と呼んでいます。（笑）

 今回、なぜ私がこんなに総合診療という仕事が好きなのかを改めて考えてみたところ、思い当たること

が３つありました。

 ⼀つ⽬、名付けて「総合診療は名探偵」。私は⼩中学⽣の頃シャーロックホームズマニア、俗に⾔うシャ

ーロキアンでした。ホームズが依頼⼈の靴に付いた泥や袖⼝を⾒て、相⼿の素性や抱えている問題を⾔い

当てる姿に憧れていました。このことは最近まですっかり忘れていたのですが、総合診療、特に私が⼤好

きな初診外来はまさに名探偵！問診と⾝体所⾒から鑑別診断を想起して詰めていく作業は何年たってもわ

くわくしますし、AIでは決して代替できない⼈間のアートの部分だと思います。

 ⼆つ⽬は初期研修時の経験からです。私が初期研修をした病院は当時内科としては臓器別専⾨内科しか

ありませんでした（今は素晴らしい総合診療科があります！）。認知症・介護限界・その他諸々の問題を抱

えた⽅が受診された際、プロブレムが各科に分けられてしまう・「それは当科ではありません」と⾔わなけ

ればいけないことを残念に思うこともあったのですが、総合診療では「まずは全部相談に乗りますよ」と

⾔える喜びを感じています。

 三つ⽬、これは若⼲のこじつけなのですが、私の趣味の⼀つであるお酒と総合診療の共通点についてで

す。クラフトビールと⽇本酒とウィスキーとワインと焼酎が特に好きなのですが（多）、特に最近道内でも

どんどん増えているクラフトビールは、お酒の性質上地産地消という精神が強くあります。地元の原材料

を使い、地域のシステムに⼊り込み、クラフトビールを作ることによって更に地域を盛り上げる。地域医

療の精神を体現している（たぶん）！

 そしてここで更にこじつけですが、2025年の⽇本プライマリ・ケア連合学会学術⼤会では、私の⾷に対

する執念を買われて（？）おもてなし・キッチンカー部⾨を担当します。学会の本分であり、素晴らしい

内容だらけになるであろう学術部⾨や⾦曜⽇企画・ソーシャルアクティビティは必⾒ですが、私のように

あまり真⾯⽬でない学会員でも、⾷事だけでも来てよかったと思えるようなラインアップにしたいと思っ

ています。残念ながらクラフトビールは出せないのですが（笑）、皆様ぜひ起こしください！ 

リレーコラム

⽊佐 優葉さん

  北 海 道 ブ ロ ッ ク ⽀ 部 ニ ュ ー ス  



実⾏委員⻑を務めさせていただきました、市⽴旭川病院の鈴⽊聡です。

2024年6⽉29⽇(⼟)、例年通りかでる２・７において地⽅会を開催いたしました。今回は会場予約の都合も

あり、ややコンパクトなスペースでの開催となりましたが、結果として満員御礼の⼤盛況となり、⾮常に充

実した会となりました。ウェブ参加を含めると、131名（現地参加123名）の⽅々にご参加いただき、内訳

は医師68名、薬剤師29名、看護師・保健師13名、理学療法⼠・作業療法⼠7名、学⽣3名など、多職種にわ

たる参加者で構成されました。アンケート結果によると、90％以上の参加者から「⼤変満⾜」または「満

⾜」との評価をいただいており、皆様にとって有意義な会であったことが伺えます。

今回のテーマは「今から取り組む、明⽇のためのヘルスプロモーション」でした。このテーマに沿って、

2023年9⽉末より実⾏委員の皆様を中⼼に、多様なセッションが企画されました。例えば、「予防医療

Update」では、健診、誤嚥性肺炎、⼩児期逆境体験についての講義が⾏われ、地域医療における予防医療

の重要性について深く掘り下げる機会となりました。特に、誤嚥性肺炎に関する新たな研究課題や、⼩児逆

境体験という概念の理解が深まったとの声が寄せられています。

また、シンポジウム「地域リハビリテーションとアウトリーチ〜リハ職による介護予防の取り組み〜」で

は、リハビリ職による地域医療の現場での実践事例が紹介され、都市部と郡部での異なるアプローチや課題

が活発に議論されました。リハビリテーションが社会復帰のみならず、ADLやQOLの維持にも重要な役割

を果たすことが共有され、多くの参加者にとって有意義なセッションとなりました。

さらに、ワークショップ「臨床発達⼼理⼠から学ぶ、思春期ケアをする上で役⽴つコミュニケーションのコ

ツ」では、思春期の患者対応に苦⼿意識を持つ医療者に向けて、具体的で実践的なコミュニケーションスキ

ルが紹介され、多職種間での意⾒交換が⾮常に活発に⾏われました。

カフェ企画「待ち時間でちょこっとヘルスプロモーション（ちょこヘル）」では、待ち時間を有効活⽤し、

患者さんのヘルスリテラシーを⾼めるための⼯夫が紹介され、参加者の皆様には⽇常の診療や地域医療にお

ける新たなアイデアを得る機会となりました。

⼀般演題も併せて⾏われ、中には医学⽣による発表もあり、特に好評を博しました。例えば、旭川医科⼤学

の学⽣が⾏った⼀過性全健忘の診断に関する発表や、稚内エコー部の研修医が指導者として成⻑する過程を

発表した内容は、アンケートでも多くの参加者から⾼く評価されていました。

最後に、基調講演「なぜあの⼈は健康づくりをしない？�ナッジで⼈を動かす」では、⻘森⼤学の⽵林正樹

先⽣をお迎えし、ナッジ理論を⽤いたヘルスプロモーションについての講演が⾏われました。⽵林先⽣のわ

かりやすいスライドと語り⼝調は、参加者にとって⾮常に印象的で、⽇常診療にナッジを取り⼊れるという

新たな視点が多くの参加者にとって刺激的な内容でした。

どの企画も充実した内容で、今後の⽇常診療に役⽴つ多くの学びが得られたのではないでしょうか。なお、

次年度の地⽅会は全国学会（学術⼤会）が札幌で開催されるため、地⽅会の開催はありません。学術⼤会の

⼤会⻑は北海道ブロック⽀部⻑の⽊佐健悟先⽣が務めますので、皆様のご参加をお待ちしております。

  北 海 道 ブ ロ ッ ク ⽀ 部 ニ ュ ー ス  

第 � 1 1 �回

北海道地⽅会のご報告



  北 海 道 ブ ロ ッ ク ⽀ 部 ニ ュ ー ス  

その他のお知らせ

① �ブロック⽀部内部組織及び活動状況について
現在、広報委員会、若⼿医師・学⽣⽀援委員会、薬剤師部会 �が各々活動＆計画中です。

引き続き情報があれば随時共有してい �きます。

まだ � F a c e b o o k �のご登録をされていない⽅々もぜひ登録 �を！ �

h t t p s : / / www . f a c e b o o k . c om / H o k k a i d o p r im a r y c a r e /

② �⽀部の予算について
コロナ禍で、事業をあまり⾏うことができなかったことがあったため内部 �留保があります。

幹事会での議論を経て、プライマリ・ケアの普及に予 �算を使う⽅向性としております。

このため今年度の北海道地⽅会お �よび北海道プライマリ・ケアフォーラムは無料としております。

北海道ブロック⽀部でやってみたい⾏事や活動などがありましたら、

幹部会、幹事会などで議論しますので、ブロック⽀部事務局までご連絡 �ください！ �

北海道ブロック⽀部事務局 � Ema i l � h p c a . j i m u k y o k u@gma i l . c om

北海道ブロック⽀部 広報委員会 �編集後記
今回ニュースレターを担当した⼤久保彩織(ファミリークリニックさっぽろ⼭⿐/勤医協札幌病院/⽣涯医

療クリニック札幌)です。

⼦どもたちが学校でChromebookを使って授業をするようになり、スライドを作っているときに使って

いたCanvaを使ってニュースレターを作成してみました。豊富なテンプレートがあり、直感的に作業で

きるので、とても使いやすかったです。これからも⼦どもたちからも学びつつ新しいものにもチャレンジ

してみたいと思います。

今回のリレーコラムはプライマリ・ケア認定医を取得しながら、こよなくプライマリ・ケアの臨床を愛し

ている「チーム中腰」仲間の⽊佐優葉先⽣をご紹介出来、嬉しく思っています。今後も、様々なキャリ

ア、⼈⽣を歩まれている皆様の紹介をしていきたいと思っています。


